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容体である RAGE の、ングナル下流の炎症性サイトカインである IL-6とCL2 が増加し
た。ヒト脂肪細胞株を用いて検討したところHMGBl ・糖化終末産物（AGE ）やリポポリサ
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以上、主論文に報告された研究成績は、 参考論文とともに女性生殖器病態制御医学の進
歩に寄与するところが大きいと認める。
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